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若狭湾地域における地震発生層の推定　その２－　地震波トモグラフィ解析とまと
め　－

Estimation of Seismogenic layer in Wakasa bay area(2)
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　若狭湾地域における地震発生層の深さを推定することを目的として、自然地震の走時を用いた 3次元速度トモグラ
フィ解析を行った。
　 Zhao（1992）のインバージョンプログラムを使用し、震源位置と構造の同時インバージョンを行った。速度構造（P

波・S波速度構造）と観測点補正値を交互に求めた。観測点補正値は、観測走時と初期震源＋初期モデルを使って計算し
た理論走時との差を観測点毎に平均した値を初期の観測点補正値として速度インバージョンを行い、次に、そこでの走
時残差を再び観測点毎に平均し先に決めた観測点補正値に加えるという手順で求めた。
　解析に用いたデータは、地震年報に収録されている 2001～2004年に発生した地震の走時読み取りデータであり、東

経 134.5度～137度、北緯 33.5度～36.5度の範囲にあるM0.5以上の地震を用いた。そのうち、海岸から 10km程度はな
れた地震や深さの決定誤差が 1km以上の地震は使用していない。また、水平方向 0.05度、深さ方向 1kmの領域に分割し
て、その中で最も多くの観測点で観測されている地震を解析に用いた。これらの条件により解析に用いる地震数は 7528
個、観測点数は 134点となった。Hi-net観測点の観測走時には速度検層結果から計算される走時を加えて解析に用いた
（全ての記録を地表相当のものとするため）。
　解析結果の妥当性を検討するために、大都市大震災軽減化特別プロジェクトで実施された近畿圏大深度弾性波探査

（新宮－舞鶴測線）結果との比較を行った。弾性波探査測線で得られている P波速度 6km/s層の上面形状と地震波トモグ
ラフィ解析結果による P波速度 6km/s層の上面形状は類似していることが確認できた。しかし、深度の絶対値について
は、弾性波探査結果に比べて、1.5から 3.0km程度深く表現される結果となった。トモグラフィ結果による若狭湾地域に
おける P波速度 6km/s層の上面深度は 6km程度であり、弾性波探査結果との比較を考慮すると、上面深度は 4km程度に
位置する可能性があることが確認された。
　また、再決定された微小地震分布とポアソン比が 0.2から 0.25の分布に対応が見られた。したがって、トモグラフィ

解析の結果によりある程度地震発生層を推定することが可能であると考えられる。当該地域においては、微小地震分布
やポアソン比分布を考慮すると、地震発生層の下端深度は 18 km程度であると推定される。
　本検討の結果、微動アレー探査、地震計水平アレー解析や地震波トモグラフィ解析の結果より P波速度 6km/sに相

当する地震発生層の上端深度は 4km程度であること、当該地域の震源深さ分布、D90％や地震波トモグラフィ解析の結
果より地震発生層の下端深度が 18km程度であることが確認された。
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